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車 内 で 全 身 強 打 す る 可 能 性 が あ り ま す 。
事故の衝撃で、あなたはすさまじい力で前席や天井、ドア等にたたきつけら

れることになります。仮に、時速90Ｋｍで進んでいる車が壁等に激突した場合、

32ｍ（ビルの10階相当）の高さから落下するのと同じ衝撃を受けます。

車 外 に 放 り 出 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。
衝突の勢いが激しい場合、後席から車外に放り出され

ることがあります。車外に放り出されると、堅いアスファ

ルトに体をたたきつけられたり、後続車両にひかれること

で最悪の場合は命を落としてしまいます。

前 席 の 人 が 被 害 を 受 け る 可 能 性 が あ り ま す 。
衝突の勢いで後席の人が前方に投げ出されると、前席の人はシートとエアバッ

グではさまれ、頭に大けがを負うなどにより命を奪われることもあります。

「自分だけは大丈夫」「後部座席だから必要ない」「事故に遭ってもそ

んなに大きなケガなどしないはず」などと思っているアナタ・・・それは

大きな間違いです。事故に遭ってから「あのとき着用してれば良かった」

では遅いのです。事故に遭ったとき、あなたに襲いかかる3つの危険につい

て覚えておきましょう。

後部座席は大丈 夫！と思っていませんか？

高速道路を走行中、乗車している人も同じ速度で進んでいます。車も体も

急には止まれません。シートベルトは、衝突した際に、車内でハンドルやフ

ロントガラスに胸や頭をぶつける２次衝突や、車外への放出を一定の範囲で

防止する効果があります。

シ ー ト ベ ル ト は あ な た を 守 る 命 綱 で す 。



運転中の携帯電話やカーナビの操作などの脇見運転は、とっさの判断がつ

かず大事故につながる可能性があります。

走行中はもとより、渋滞中に「少しくらい大丈夫だろう」

と画面を注視してしまい、前方不注意で追突事故を起こすこ

ともあります。

加害者にも被害者にもならないように脇見運転はやめまし

ょう。

①積極的に安全運転講習会や運転適正検査を受けましょう。

年齢を重ねるとともに、安全運転に必要な判断力や記憶力などの機能が

確実に低下していきます。講習会や適性検査を積極的に受け、自らの運転

能力や心身機能の低下を自覚して余裕のある運転に心がけましょう。

②運転に自信が持てなくなったら「免許返納」も考えましょう。

本人の申請で免許を返納することができます。

免許を返納した人は、申請により「運転経歴証明書」が交付され公的な

身分証明書として生涯使用できます。

③家族や周囲の方からの目配り、気配りをお願いします。

高齢者の方が車で外出される際は、行き先を聞くとともに、できるだけ

同乗するようにしましょう。体調が優れなかったり、認知症を発症してい

るおそれある場合は、運転するのをやめるように促してください。

☞これだけは守って！
• 少 し で も 「 疲 れた」「眠たい」と感じたら、早めにサービス

エリアやパーキングエリアで休息を取ってください！

• ま た 、 疲 れ な ど を 感 じ な く て も 、 長 距 離 に わ た り 走 行 す れ

ば 脇 見 し た り 考 え 事 を す る な ど 漫 然 運 転 と な る の で こ ま め に

休憩を取り「ひと息入れ て 」 安 全 運 転 に 努 め て く だ さ い ！

『 L e t ' ｓ b r e a k ！ 』
気持ちのリセッ ト！高速乗ったらコマメな休憩を！




